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移住者のうち20～40歳代（令和元～５年度）
60人／ 85 人（70.1％）

移住者の約７割を若者や子育て世代が
占めています。

移住者のうちＵターン者数（令和元～５年度）

12人／ 85 人（14.1％）
住宅の新築や中古住宅の取得を機にＵ
ターンする人が多いようです。

移住者の転入元（前居住地）（令和元～５年度）
会津管内　22.3％ 宮城・新潟　　  11.8％

福島県内　15.3％ 関東（東京・埼玉除く）　9.4％

東京都　　15.3％ その他　　　　  11.8％

埼玉県　　14.1％

その他関連データ
地域おこし協力隊

（平成 25 年度～）
総受入れ人数（H25 ～累計）  　40人
現役隊員数（R6.5.1 現在）　　 ９人

退任者 31 人のうち定住者  17人
⇒定住率54.8％

お試し移住住宅「O
オ タ メ

tame」
（平成 29 年度～）

利用者数（累計）　　  　43組72人
う ち 移 住 者 数　　  　11組17人
「Otame」は、移住を検討している人
が実際に西会津町を訪れ、仕事や生
活体験をする際に利用できる施設。

「移住者」に関するデータ
※ここでいう「移住者数」は、移住相談窓口などを通じて移住した人や町の移住支援施策な
どを利用して移住した人の人数をカウントしています。

令和元年　   83人　　　 ８人
　　２年　133人　　　23人
　　３年　   54人　　　17人
　　４年　   54人　　　17人
　　５年　   78人　　　20人
合 計 402人　　　85人

相談者数 移住者数

　宝島社『田舎暮らしの本』(2024 年
２月号 ) の「住みたい田舎ベストラン
キング」【人口１万人未満の町・若者
世代・単身者部門】で、参加 92 自治
体中、西会津町が第５位にランクイン
しました！
　これは、町の移住支援策をはじめ、
医療や子育て、自然環境、就労支援な
ど 278 項目ものアンケート結果に基
づくランキングです。

　自分らしい暮らし　にしあいづ暮らし

広報にしあいづ　2024・6 │ 23 │ 広報にしあいづ　2024・6



西会津町の主な移住支援制度

移住前の人
（移住体験・リサーチ）

移住希望者が町を訪れる際のレンタカー、シェ
アカーなどの利用料に対して補助します。
補助額：最大 5,000 円 / 日（最大 3 日分）

　自分らしい暮らし　にしあいづ暮らし

移住希望者が暮らし体験をするために利用でき
る宿泊体験施設です。（１戸建て住宅）
利用料：15,000 円 / 月

移住希望者が町を訪れる際の電車やバスなどの
運賃、高速道路利用料に対して補助します。
補助額：出発地により異なります。

町への移住をより身近に感じてもらえるよう、
町民による移住相談や現地案内、移住後の生活
サポートなどを行います。

※補助金や支援を受けるためには各種条件を満たす必要があります。必ず事前に問い合わせください。

東京圏からの移住者に対して支援金を支給します。※支給を受けるには条件があります。
補助額：単身世帯 60 万円、２人以上世帯 100 万円＋子ども１人につき 100 万円加算

東京圏から
移住した人

しごと

さまざまな分野で地域おこし活動などを行いな
がら、町への定住を図る取り組みです。町では
これまで 40 人の隊員を受け入れています。

季節ごとにさまざまな仕事に従事する「マルチ
ワーク」の仕組みで、理想のライフスタイルに
合わせた働き方ができるかもしれません。

パソコン１台あれば、田舎に住みながら転職せ
ずに都会での仕事ができる環境が整っていま
す。「にぎわい番所ぷらっと」をご利用ください。

町で運営する無料職業紹介所では、求人者と求
職者の雇用関係の成立を斡旋します。求人情報
もお寄せください。

町内での起業に向け、インキュベーションマ
ネージャーによる個別相談受付や創業塾の開催
など、チャレンジをサポートします。

空き家や空き店舗などを活用して起業する人を
支援します。
補助額：補助対象経費の 2/3（最大 100 万円）

Interview 西会津町に移住した人のうちＩターン※の人と、Ｕター

ンの人、それぞれ１人ずつにインタビューしました。
※出身地とは別の地域に移住すること

都会での生活にストレスを感じるようになり、Ｕターンを決めました。商業
施設や娯楽施設は少ないですが、都会に住んでいる時より不思議と生活の幅
が広がった気がします。町を離れた期間や経験を経て、以前住んでいた時に
は感じることができなかった町の価値や変化を感じる体験に溢れています。
同じ境遇（Ｕターン）の人たちと「帰ってきてよかった」を共有したいです。

▲ 移住に関する情報や支援制
度に関する情報は「移住ナ
ビ」でも確認できます。

◆西会津のある暮らし相談室
〈事務室〉町役場商工観光課内
☎４５―２２１３
メール iju@town.nishiaizu.fukushima.jp

〈分室〉にぎわい番所ぷらっと
☎ ４５―２０７１
メール nishiaizu.iju@gmail.comj jp

前職の先輩が地域おこし協力隊になったことが縁で町を知り、移住に繋がり
ました。地域が狭いが故の話の広がりの早さへの戸惑いや慣れない雪国暮ら
しの不安はまだありますが、自然（星の多さ、風景、香りなど）を目いっぱ
い感じられることや、人の輪が広がったことは移住して良かったと感じてい
ます。積極的に地域に関わっていくことが暮らしやすさに繋がるのではと思
います。

住まい
（空き家の取得）

町で公式に空き家を紹介します。相談は無料で
す。実際の売買契約などについては専門業者が
媒介します。

移住者が空き家などを取得する経費に対して補
助します。※補助条件は事前に必ずご確認ください。
補助額：加算措置含め最大 150 万円

移住者が住宅を改修する経費に対して補助しま
す。※補助条件は事前に必ずご確認ください。
補助額：加算措置を含め最大 50 万円

移住後１年以内に町内事業所に就労した人で、

町内の賃貸住宅に入居している人に家賃の一部

を補助します。

住まい
（改修・その他）

移住者が住宅を新築する経費に対して補助しま
す。※補助条件は事前に必ずご確認ください。
補助額：加算措置含め最大 200 万円

 注）　住宅の新築、中古住宅（空き家など）の
取得、住宅の改修については移住者だけでな
く、町内に住む 45 歳以下の人向けの補助金
もあります。補助条件など詳しくは問い合わ
せください。

住まい
（住宅の新築）

秦
はた

拓
た く と

人さん（Ｕターン）

西会津のある暮らし相談室では、移住に関することや空き家の利活用に関する
相談を随時受け付けています。「にぎわい番所ぷらっと」（野沢原町）でも受け
付けていますので、気軽に相談ください。

市
いち ご

古 晶
あき こ

子さん（Ｉターン）

○前居住地：東京　　○現在の勤務先：にしあいづ観光交流協会

○前居住地：東京　　○現在の勤務先：西会津国際芸術村／やまあみ鞄製作所
レンタカー代等補助

移住就労者家賃補助

来て「にしあいづ」住宅支援取得事業

テレワーク

協同組合マルチワークスにしあいづ

移住促進改修費補助金

にしあいづ移住支援金

地域おこし協力隊

交通費補助　※県補助

お試し移住住宅「Otame（オタメ）」

空き店舗及び空き家利活用補助金創業支援

無料職業紹介

にしあいづ暮らしサポーター

空き家バンク 来て「にしあいづ」住宅取得支援事業
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年齢別人口（人）　̶  男性　̶  女性

50％50％

27％27％

23％23％

グラフ１　介護保険の財源構成

公費（税金）公費（税金）
国・県・町の負担国・県・町の負担

65歳以上の人65歳以上の人
の介護保険料の介護保険料

40～64歳の人40～64歳の人
の介護保険料の介護保険料

グラフ２　町の年齢別人口
と要介護（支援）認定率 介護認定率（％）　̶  男性　̶̶  女性

305
328

208
173

135

227247
282

198

274 281

87

74.774.7

63.263.2

28.928.9

40.940.9

19.119.1

17.617.6

5.05.0

8.28.2
3.63.6
2.42.4

（歳）

出典：令和５年９月 介護保険事業状況報告

7.67.6
7.07.0

65 ～ 69 歳 90歳以上85～ 89歳80～ 84歳75～ 79歳70～ 74歳
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介
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介
護
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不
安
を
減
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し
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心
し
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送
れ
る
よ
う
、

支
え
合
い
の
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念
に
基
づ
き
、
共
同
で
保
険
料
を
負

担
し
、
病
気
や
加
齢
な
ど
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
介
護
サ
ー
ビ
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を
提
供

す
る
し
く
み
で
す
。
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護
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の
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介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保

険
料
と
、
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
負
担
す
る

公
費
（
税
金
）
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

〇
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保

険
料

　

町
が
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
に
必
要
な
費
用
の
23
％

介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計

画
に
基
づ
き
運
営

　

介
護
保
険
事
業
は
、
３
年
間
を
期
間
と
す
る
「
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
い

て
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
盛
り

込
む
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
や
介
護

給
付
費
の
推
計
を
行
い
、
事
業
運
営
に
必
要
と
す
る

介
護
保
険
料
を
定
め
て
い
ま
す
。

を
65
歳
以
上
の
人
口
で
割
っ
た
額
を
基
準

額
と
し
、
本
人
や
世
帯
の
課
税
状
況
や
所

得
に
応
じ
て
保
険
料
額
が
分
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
給
付
費
の
増
加
を
見
据

え
、
第
１
号
被
保
険
者
間
で
の
所
得
格
差

を
減
ら
し
、
低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇
を

抑
制
す
る
必
要
性
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
令
和
６
年
度
よ
り
従
来
の
９
段
階

か
ら
13
段
階
へ
と
保
険
料
の
段
階
が
変
更

と
な
り
ま
す
。（
保
険
料
の
額
は
７
㌻
に

掲
載
）

〇
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料

　

加
入
す
る
医
療
保
険
（
健
保
組
合
、
全

国
健
康
保
険
協
会
、
市
町
村
国
保
な
ど
）

の
保
険
料
と
併
せ
て
納
め
ま
す
。

誰
に
で
も
介
護
に
関
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
人
で
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
割
合
は
約
２
割
で
、
65
歳

時
点
で
は
少
数
で
す
が
、
年
齢
と
と
も
に

割
合
が
高
く
な
り
、
90
歳
以
上
で
は
男
性

が
約
６
割
、
女
性
が
約
７
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
ら
が
介
護
を
必
要
と
し
な
く
て

も
、
家
族
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
、

誰
も
が
介
護
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
え
ま
す
。

65  
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
を
改
定

　

第
９
期
計
画
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
介
護
給
付
費
も
令
和
６
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
基
準
額
の

設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
額
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
第
８
期
計
画
と
比
較
し
て
月
額

３
０
０
円
増
に
抑
え
、
県
内
の
平
均
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
ら
…

　

令
和
４
年
度
に
町
の
介
護
保
険
事
業
か

ら
支
出
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
約

10
億
円
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
一

人
あ
た
り
約
１
９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
経
済
的
負
担
だ
け
で
な
く
、
心

身
へ
の
負
担
も
大
き
く
、
安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
介
護
給
付
費

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
誰
に
で
も
介
護
に

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
え

合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
介
護
保
険
制
度

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※（ ）内は第８期計画における保険料の金額　　※第１段階から第３段階の保険料は公費による軽減後の金額

表１　 第９期計画（令和６～８年度）における第１号被保険者（65 歳以上）の段階別保険料

段  階 区  分 基準額に
対する割合 年間保険料

第１

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税
・世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金収入額の合
   計額が 80万円以下

45.5％ 33,852円
（35,400 円）

28.5％
（軽減後）

21,204円
（21,240 円）

第２ 世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金収入額の合計
額が80万円を超え120万円以下

68.5％ 50,964円
（53,100 円）

48.5％
（軽減後）

36,084円
（35,400 円）

第３ 世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金収入額の合計
額が120万円を超える

69％ 51,336円
（53,100 円）

68.5％
（軽減後）

50,964円
（49,560 円）

第４ 世帯員に町民税が課税されているが本人は町民税非課税で本人の前年の合
計所得と課税年金収入額の合計額が80万円以下 90％ 66,960 円

（63,720 円）

第５ 世帯員に町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で本人の前年の
合計所得と課税年金収入額の合計額が80万円を超える

100％
〈基準額〉〈基準額〉

74,400 円
（70,800 円）

第６ 本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が120万円未満 120％ 89,280 円
（84,960 円）

第７ 　　　　　　　　　　　　　　　　〃　120万円以上 210万円未満 130％ 96,720 円
（92,040 円）

第８ 　　　　　　　　　　　　　　　　〃　210万円以上320万円未満 150％ 111,600 円
（106,200円）

第９ 　　　　　　　　　　　　　　　　〃　320万円以上420万円未満 170％ 126,480 円
（120,360円）

第１０ 　　　　　　　　　　　　　　　　〃　420万円以上520万円未満 190％ 141,360 円

第１１ 　　　　　　　　　　　　　　　　〃　520万円以上620万円未満 210％ 156,240 円

第１２ 　　　　　　　　　　　　　　　　〃　620万円以上720万円未満 230％ 171,120 円

第１３ 本人に町民税が課税されていて本人の前年の課税所得金額が720万円以上 240％ 178,560 円

％

％

％

第９期介護保険事業計画・
第 10 期高齢者福祉計画を
策定しました

〈問い合わせ先〉
　福祉介護課　介護係　☎４５―２２１４



れ逆転されると、 ６回表に２本のホームランを含む計９点を許しました。 その裏、 佐
さ と う

藤優
ゆ う ご

悟選手のタイムリーヒットで１

点を返しましたが、 ２―11 で福島レッドホープスが８回コールドで敗れました。

　５月２日、 西会津高校で毎年恒例の 「歩く ・ 学ぶ ・

西会津」 が行われました。

　今年は集落支援員の岩橋義平さんと奥川を巡り、

100 年以上前に作られ、 現在も稼働している奥川第２

発電所内を見学しました。 発電所稼働後、 奥川地区

周辺の家庭では電気が通っていたことなどについて説

明がありました。 西高生は奥川の産業発展の歴史と文

化に触れ、 学びを深めていました。

ＳＬばんえつ物語号
運行 25 周年

　４月 29 日、 「ＳＬばんえつ物語号」 が運行開始 25

年を迎えたことから、 野沢駅で記念イベントが行われ

ました。

　薄町長やにしあいづ観光交流協会の清水幹
もとひさ

久会長

らが横断幕を手にし、 上り列車を出迎えました。 また、

下り列車の停車時には釜めしの販売やノベルティの配

布も行われ、 多くの乗客の皆さんが野沢駅での停車

時間を楽しんでいました。

町春季消防検閲

　４月 21 日、 町消防団による春季消防検閲が実施さ

れました。 町内で会場を移しながら、 閲団式や分列行

進が行われ、 検閲式では渡部晋団長が 「春季消防検

閲を契機に今後も安心安全なまちづくり、 かっこいい

魅力ある消防団を目指して精進していきます」 と決意

を述べました。

　また、 検閲式終了後には、 長谷川大槻橋上流にお

いて放水訓練が行われ、 機敏な動作でポンプ操作や

一連の流れを確認しました。

古川利意記念美術館
「農とくらし」企画展

　4 月 29 日から 「農とくらし」 企画展の第２弾がはじまりました。 人々がと

もに生きてきた 「山」 をテーマに、 山と深い関わりを持つこの地域で 「山を

のぞむ ・ 山にのぼる ・ 山とくらす」 と題した企画展を開催しています。

開 期 ： ４月 29 日 （祝 ・ 月） ～１１月 24 日 （日）

開館日時 ： 土日祝日　午前１０時～午後５時

場 所 ： 奥川大字飯里字里道２２４６番地

観覧料金 ： 無料 （管理運営にかかる協力金あり）

〈問い合わせ先〉 ０８０―６０１９―０３８４ （管理者 ： 小野木）

福島レッドホープス公式戦

　４月９日、 令和６年度にしあいづ健康ミネラル野菜普

及会総会がよりっせで開催されました。 物江義栄会長

のあいさつの後、 上野賀代子副会長から令和５年度

の活動経過などについて報告があり、 次に本年度の

活動について協議が行われました。

　普及会では、 本年度も栽培基準の徹底やミネラル野

菜市の開催などに引き続き取り組むほか、 新たに栽培

管理日誌の作成 ・ 確認を行うことでミネラル栽培の一

層の普及拡大を図っていきます。

にしあいづ健康ミネラル野菜
普及会総会

西高の学校行事
「歩く・学ぶ・西会津」

（写真提供：西会津高校）

　5 月２日、 ３日に福島レッドホープスは、 ホームの福

島レッドホープス西会津球場で埼玉武蔵ヒートベアー

ズと対戦しました。

　５月２日、 福島レッドホープスは、 先発の中
なかぞの

園大
ひ ろ き

樹

投手からの継投策で相手打線を封じて、 ３－０で見事

今シーズン初のホーム戦白星を飾りました。

　５月３日の試合前には薄町長が両チームへ西会津産

米を贈り、 試合の健闘を祈りました。 始球式は会津西

ＢＣの長谷川理
り お

央さん （西小６年・写真左下） が務め、

クラブの児童全員によるプレイボールの掛け声で試合

が開始されました。

　試合はレッドホープスが３回裏、重
し げ た

田魁
か い し

士選手が放っ

たタイムリーヒットで先制。 しかし４回表に２点を奪わ
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「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

　町公民館では、出前講座として自治区や老人クラブ、グループ団体など自発的な活動を支援し、町民の皆さん

に学習の場を提供しています。昨年度はスポーツ教室やものづくり教室などを行いました。その中でも室内スポー

ツは好評で、手軽にできる「ボッチャ」や「モルック」などのニュースポーツの申し込みが多数寄せられました。

　講座内容についての相談も受け付けていますので、気軽に問い合わせください。

町公民館の出前講座を紹介西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

　平安時代を代表する王朝文学の金字塔、 「源氏物語」

の作者を知っていますか？今年の大河ドラマでも話題の

「紫式部」 です。 藤原氏が権力を握る身分格差の厳し

い時代に、 中流貴族の娘であった紫式部がなぜ、 今も

世界中で読み継がれる物語を書くことができたのか。 そ

して同時代に活躍した 「枕草子」 の清少納言や 「和泉

式部日記」 の和泉式部など作家同士の関係性も分かり、

平安女子も今と考えることは変わらないなぁと身近に感

じる王朝文学入門書です。

『肌の悩みの治し方』

[ 豊田　雅彦 著 ]

池田書店

『秘密の花園』

[ 朝井　まかて 著 ]

日本経済新聞出版

『源氏物語の作者を知っていますか』

[ 高木 和子 著 ]

大和書房

『シャーロック ・ ホームズの凱旋』

[ 森見 登美彦 著 ]

中央公論新社

『SHO-TIME2.0 大谷翔平

世界一への挑戦』

[ ジェフ ・ フレッチャー 著 ]

徳間書店

〈申込み・問い合わせ先〉
町公民館　☎４５―３２４４

「お薬・病気・健康なんでも相談」原町しあわせクラブ

おく内科・在宅クリニック院長の奥知久先生が参加者の皆
さんからの相談に答える形で講話を行いました。

「フラワーアレンジメント」なでしこ会（さゆりが丘）

クリスマス・正月用のフラワーアレンジメント作りに挑戦
しました。

「囲碁ボール」奥川地区老人クラブ連絡協議会

囲碁とパターゴルフを合わせたような老若男女問わず楽し
めるニュースポーツです。

「ボッチャ」上野尻老壮クラブ

的が飛ばされることもあり、最後まで勝負の行方が分かり
ません。

「モルック」塩サロン

スキットルという木の棒を倒して得点を重ねていくニュー
スポーツです。

「手芸教室 正月用飾り作り（しめ縄）」あつまっ会

しめ縄を綯
な

う作業から始め、皆さん協力して好みの飾り付
け作業を楽しく行いました。

町民ギャラリー　上野尻俳句会
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星　

敬
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（
上
野
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『平安のステキな！女性作家たち』

[ 川村 裕子 著 ][ 早川　圭子 絵 ]

岩波書店
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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を
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、
新
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自
治
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長
は
26
人

　

和
６
年
度
の
自
治
区
長
会
議
を
開
催

令

　

４
月
23
日
に
令
和
６
年
度
の
自

治
区
長
会
議
を
野
沢
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
新
任

の
自
治
区
長
へ
の
委
嘱
状
交
付
が

行
わ
れ
、
下
野
尻
自
治
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の
長
谷

川
辰
男
さ
ん
が
代
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で
委
嘱
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を

受
け
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ほ
か
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本
年
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の
町
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主
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事
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説
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な
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行
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群
岡
地
区
】

上
野
尻　
　
　
　

佐
藤　

俊
夫

下
野
尻　
　
　

◎
長
谷
川
辰
男

端
村　
　
　
　
　

加
藤　

浩
一

徳
沢　
　
　
　
　

猪
俣　

静
也

宝
川　
　
　
　
　

雅
楽
川
善
弘

白
坂　
　
　
　
　

佐
藤　

辰
雄

屋
敷　
　
　
　
　

藤
原　

禮
昭

楢
木
平　
　
　

◎
一
登　

武
美

熊
沢　
　
　
　

◎
斎
藤　

辰
夫

【
新
郷
地
区
】

呼
賀　
　
　
　
　

貝
沼　

利
則

平
明　
　
　
　

◎
薄　

さ
よ
子

原　
　
　
　
　

◎
後
藤
ま
り
子

新
村　
　
　
　

◎
薄　
　

隆
信

樟
山　
　
　
　
　

海
沼　

賢
勇

滑
沢　
　
　
　

◎
鈴
木　

一
男

滝
坂　
　
　
　

◎
五
十
嵐
忠
比
古

柴
崎　
　
　
　
　

髙
橋　
　

誠

橋
立　
　
　
　
　

佐
藤　

健
一

井
谷　
　
　
　
　

薄　
　

定
雄

八
重
窪　
　
　
　

武
藤　
　

靖

橋
屋　
　
　
　
　

二
瓶　

栄
喜

戸
中　
　
　
　

◎
小
柴　

晴
男

高
目　
　
　
　

◎
長
谷
沼　

勉

町 長 コ ラ ム  その 4 0

西会津町長

100 年後の未来へと持続的に発展する西会津町と
するため、その使命を強く感じているところであ
る。本年をそのスタートの年とするため、さまざ
まな記念事業を検討委員会で検討しているが、こ
れまで決定している事業は、①記念ロゴの作成。（広
報お知らせ版に掲載）②にしあいづ学の発刊。町
の自然や歴史、文化、民俗などを学べる冊子を作
成し全戸に配布。③ＮＨＫの巡回ラジオ体操を８
月８日（木）午前６時 30分、さゆり公園多目的広
場の芝生内で開催することに決定。町民の健康寿
命延伸施策を推進していきたい。
　その他、記念式典や講演などについて検討中で
あるが、本年度の中でさまざまな事業を記念事業
として、町民主体で実施していく考えであります
ので、ご理解ご協力をお願いしたい。

４月に着任した警察官を紹介

ちら西会津交番です！

橋
はしもと

本 幸
こ う の す け

之助 巡査長

・ 西会津交番 （野沢地区担当）

・ 双葉警察署から異動

　会津地方に戻って勤務できること大変嬉しく

思います。

 これから西会津町の皆さんの安心と安全を守

るべく、 日々の警察活動に尽力してまいります

のでよろしくお願いします。

こ

抱負

この他の担当は以下のとおりです。

◆西会津交番

　森　建介　所長

　志賀　直人　巡査部長

◆奥川駐在所

　円谷　隆典　巡査長

この他の担当は以下のとおりで

　昭和 29年７月１日、１町９ヶ村が合併して「西
会津町」が誕生し、今年で 70周年を迎える。
　合併当時 19,293 人の人口が、本年５月１日現在
5,489 人と 13,804 人が減少したが、今日発展する
西会津町があるのは、先人諸氏や町民の皆さんの
並々ならぬ努力の結果であり、改めて敬意と感謝
を表する次第である。
　70年の歴史の中での大きな転換期が、地方分権
改革の推進にともなう市町村合併（平成の合併）
である。町は、町民アンケート結果を尊重し、さ
まざまな検討を行い、平成 16年９月に他の町村と
合併しない「自立の町」を宣言した。その後、町
民が主役で議会、行政が一体となった、協働によ
る町づくりを進める「西会津町まちづくり基本条
例」を制定し現在に至っている。
　町制施行 70 周年の節目の年に当たり、80 年、

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

〈問い合わせ先〉
　福島県保健福祉部
　健康づくり推進課
　☎０２４－５２１―７６４０

◆
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

　

町
内
の
話
題
や
お
知
ら
せ
を
放

送
し
ま
す

（
平
日
・
午
後
６
時
30
分
〜
ほ
か
）

◆
企
画
番
組
放
送
中

　

午
前
11
時
ほ
か

◆
町
議
会
定
例
会
生
中
継

※
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

　

県
で
は
、
人
身
被
害
な
ど
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
７
月
末
ま
で
ク
マ
出
没
注
意

報
を
発
令
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
目
撃
情
報
が
複
数
件

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
山
菜
採
り
な

ど
で
山
に
入
る
際
は
注
意
が
必
要

で
す
。
遭
遇
し
な
い
た
め
に
は
音

の
出
る
物
を
身
に
着
け
、
人
間
の

存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。
フ
ン
な
ど
新
し
い
ク
マ
の
痕

跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
引
き
返

す
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
に
遭
遇
し
た

場
合
は
、
背
中

を
見
せ
ず
に
、

ゆ
っ
く
り
と

後
ず
さ
り
し
て

距
離
を
取
り
、
立
木
の
陰
な
ど
ク

マ
の
視
界
を
外
れ
て
か
ら
逃
げ
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

６
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

た

ク

マ

出

没

注

意

報

発

令

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
６
月
中
に
農
業
委
員

会
へ
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
況
届
の
用
紙

が
届
い
た
人
は
６
月
末
日
ま
で
に

町
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

町
役
場
奥
川
支
所
、
新
郷
連
絡
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

の
提
出
が
な
い
場
合
は
年
金
が
差

し
止
め
に
な
る
た
め
、
必
ず
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
45
―
４
５
３
１

農

業

者

年

金

現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

自
転
車
に
乗
る
時

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
す

べ
て
の
自
転
車
利
用
者
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
死
亡
事
故
の
約
7
割
が

頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
お
り
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
者
の
致
死
率

は
、着
用
者
の
約
２
・
７
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
自
転

車
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

☎
45
―
2
2
1
5
1
5

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

西
会
津
町
生
活

応
援
商
品
券
の

受
領
に
つ
い
て

◆
受
領
期
間

　

６
月
21
日
（
金
）
ま
で

※
商
品
券
の
利
用
期
限
は
令
和

６
年
６
月
末
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

　

町
で
は
、
商
品
券
の
第
７
弾
と

し
て
、
３
月
中
旬
よ
り
町
民
１
人

当
た
り
５
０
０
０
円
の
商
品
券
を

配
付
し
ま
し
た
。

　

長
期
間
不
在
や
、
居
住
不
明
な

ど
の
人
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
商

工
観
光
課
で
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。
該
当
者
に
は
町
役
場
か
ら
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
左
記

の
と
お
り
早
め
に
受
領
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

令
和
６
年
２
月
１
日
時
点
で
町

に
住
民
票
が
あ
る
人

◆
持
参
す
る
も
の

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑

・
受
領
証

・
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
・

本
人
と
代
理
人
の
押
印
必
要
）

◆
受
領
場
所

　

町
役
場
商
工
観
光
課
窓
口

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

自
治
区
で
行
う

除
草
作
業
を
支
援

　

町
で
は
自
治
区
で
行
う
生
活
道

路
の
除
草
作
業
に
対
し
、
次
の
よ

う
な
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
支
援
内
容

○
ト
ラ
ク
タ
ー
装
着
型
草
刈
り
機

の
無
償
貸
与

○
自
走
式
草
刈
り
機
の
無
償
貸
与

○
草
刈
り
機
械
用
混
合
油
な
ど
の

無
償
提
供
（
1
回
10
㍑
・
年
2

回
ま
で
）

※
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
町
役
場
建
設
水
道
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０

町
集
団
健
（
検
）
診

の
受
付
方
法
が

変

わ

り

ま

す

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
各
種
受
診

録
を
「
健
康
診
断
受
診
カ
ー
ド
」

に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
に
用
意
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
へ
受
診
者
自
身
で
問
診
内

容
を
直
接
入
力
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
受
診
の
際
は
事
前
に
配
付

す
る
「
健
康
診
断
受
診
カ
ー
ド
」

を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

　

年
に
１
度
の
健
（
検
）
診
を
受

診
し
て
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

歯っぴいライフ

　　　　８
ハチマルニイマル

０２０募集中！
　歯と口の健康は、食事や会話を楽しむため
に重要な役割を担っており、心身ともに健康
な生活を送るための大切な要素です。
　福島県と福島県歯科医師会では、「80歳で
20本の歯を残そう」を生涯の健康目標とす
る 8020 運動の一環として、20 本以上自身
の歯が残っている人に認定証を交付します。
募集期間：５月１日（水）～６月 30日（日）
　　　　　まで
対 象 ：昭和 18年７月１日～昭和 19年６
　　　　  月 30 日の間に生まれた 80歳の人

▲詳しくはこちら

消
費
生
活
出
前
講
座

を
開
催
し
ま
せ
ん
か

　

喜
多
方
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商

法
な
ど
の
被
害
未
然
防
止
と
消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
消
費
生
活
相

談
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、
出

前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

講
座
で
は
、
自
治
区
や
学
校
な
ど

に
消
費
生
活
相
談
員
が
直
接
出
向

き
、
講
話
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
師
の
派
遣
は
無
料
で
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

消
費
生
活
相
談
窓
口

の

お

知

ら

せ

と
り
で
悩
ま
ず
に
喜
多
方
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ

い
。
予
約
は
不
要
で
、
電
話
お
よ

び
来
所
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
専
用
電
話

　

０
２
４
１
―
24
―
５
３
５
３

◆
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

①
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
〜
５
時

◆
注
意
事
項

○
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
、
事
情
の
分
か
る
本
人
か
ら

の
相
談
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
契
約
書
・
保
証
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
相
談
に
関
す
る
資
料
が

あ
る
場
合
は
持
参
く
だ
さ
い
。

○
提
供
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
相

談
処
理
に
利
用
し
、
本
人
の
同

意
を
得
ず
に
他
の
目
的
で
利
用

す
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
３
５
３

　
「
断
っ
て
も
強
引
な
勧
誘
が
続

く
」「
無
料
と
聞
い
た
の
に
高
額

な
請
求
を
さ
れ
た
」
な
ど
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
時
は
、
ひ

はん
。

▼健康診断受診カード

不

要

不

要

◀
旧
受
診
録
は
不
要
に
な
り
ま
す
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

次のときにスピーカーを鳴らします

①ダムから初めて水を流す約 10 分前

②発電所から初めて水を流す約 10 分前

③発電所の出力を増やし水を多く流すとき

（放送内容）
「今から川の水が急に増えます。河原にいる人

は危険ですから、すぐ上がってください」

次のときにサイレンを鳴らします

ダムの放流量が

　①毎秒 1,500㎥に達したとき

　②毎秒 3,000㎥（洪水量）に達したとき

　③洪水量オーバー後毎秒 1,000㎥増加毎

（警報内容）

サイレンを 50 秒ごとに３回流します。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

東
北
電
力
株
式
会
社

　

阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所

　

☎
47
―
２
０
０
６

所

病院へ行く？救
急車を呼ぶ？

病院へ行く？救
急車を呼ぶ？

・・・迷ったら・・・迷ったら

＃ 7119

全国共通の 「＃ 7119」 による救急電話相談窓

口を設置しています。 365 日 24 時間、 電話に

よる相談ができますので、 急病の疑いなどがある

場合はご利用ください。

　いつでも症状に応じた専門的な相談ができ、 適

切なタイミングでの受診や救急車要請をすること

で、 医療機関、 消防の負担を軽減することにもつ

ながります。

県内のプッシュ回線・携帯電話からは
＃ 7119

ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳからは
☎ 024-524-3020

住民

（急病疑い）

救急電話相談窓口
（365 日 24 時間対応）
看護師が電話でアドバイス

＃ 7119 へ電話

適切な医療機関・受診科目の案内

救急車を要請（119 番に転送）
○緊急性が高い場合

～緊急電話相談窓口を設置～

　町では、 令和７年度の町職員採用候補者試験を行います。 「ふるさとで働きたい」 「まちづくりに携わりたい」 そんな

あなたのチャレンジをお待ちしています。 詳しくは問い合わせください。

試験職種
一般事務

（大卒程度）

採用予定人数 若干名

受験資格 平成元年４月２日から平成 15 年４月１日までに生まれた人。 学歴は問いません。 （注）

試験

第
１
次
試
験

期日 令和６年７月 14 日 （日）

会場 「福島県立福島西高等学校」 福島市方木田字上原 37 番地

日程

受付　午前９時～９時 30 分

◎教養試験
　午前 10 時～正午

◎事務適性検査 ・  性格特性検査 ・ 職場適応性検査
　午後１時～２時 25 分 （予定）

教養
試験
の

内容

大学卒程度の標準的な試験です。
【出題分野 ・ 出題数】
時事、 社会 ・ 人文、 自然に関する一般知識　20 問
文章理解、 判断 ・ 数的理解、 資料解釈に関する能力　20 問
（「古文」、 「哲学 ・ 文学 ・ 芸術等」、 「国語」 の出題はありません）

合否
の

発表

令和６年８月に役場掲示板に合格者の受験番号を掲示するほか、 受験者全員に文書で合否を
通知します。

第２次試験
第１次試験の合格者に対して、 小論文および面接による試験を行います。

※期日は令和６年９月、 会場は西会津町役場を予定しています。

（注） 次のいずれかに該当する人は受験できません。

　　 ①日本国籍を有しない人

　　②禁錮刑以上の刑に処せられ、 その執行を終わるまで、 またはその執行を受けることがなくなるまでの人

　　③本町職員として懲戒免職の処分を受け、 当該処分の日から２年を経過しない人

　　④ 日本国憲法施行の日以後において日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その

他の団体を結成し、 またはこれに加入した人

※高卒程度の職員採用試験の日程は７月頃公表の予定です。

◆申込用紙の請求

　申込用紙は町役場で交付します。 郵便により申

込用紙を請求する場合は、 封筒の表に 「一般事

務 ［大卒程度］ 試験申込用紙請求」 と朱書きで

明記し、 １２０円切手を貼った自分宛の返信用封

筒 （角形２号） を必ず同封してください。

　また、 町ホームページからダウンロードすること

も可能です。 その際は必ずＢ４サイズで出力して

ください。

【試験職種別採用予定人員および試験内容など】

職員採用試験案内
（一般事務〈大卒程度〉）

「一緒につくろう　このまちの未来」
　　　　　町職員の採用候補者試験を実施します

◆申込方法

　申込用紙に必要事項を記入して、 町役場に提出してくださ

い。 申込用紙を郵送する場合は、 封筒の表に 「試験申込」

と朱書きして送付してください。

◆試験申込の受付期限

　令和６年６月 14 日 （金）　※６月 12 日までの消印有効

〈問い合わせ先〉　総務課　総務係　☎４５―２２１１

〈問い合わせ先〉 健康増進課　健康支援係　☎ 45―４５３２

○緊急性が低い場合

東
北
電
力
か
ら

の

お

知

ら

せ
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、町役場奥川支所まで（☎ 49-2001）

集落支援だより

た
私
に
で
さ
え
、
や
さ
し
く
接
し

て
く
だ
さ
り
、
何
か
少
し
で
も
力

に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
応
募
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
す
が

町
で
の
生
活
に
慣
れ
つ
つ
、
集
落

の
支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
西
会
津
町
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

か
た
く
り
鑑
賞
会

　

４
月
20
日
に
奥
川
の
小
屋
集
落

に
て
、「
か
た
く
り
鑑
賞
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
か
た
く
り
が
た
く
さ
ん

咲
い
た
景
色
は
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
当
日
は
、
30
人
ほ
ど
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
か
た
く
り
を
鑑
賞
し

た
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
掘
っ
た
土
を

自
己
紹
介

　

令
和
６
年
２
月
よ
り
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
集
落
支
援
担
当
に
就

任
し
ま
し
た
、
井
上
朋
と
申
し
ま

す
。
出
身
は
三
重
県
の
四
日
市
市

で
す
が
、
直
近
の
５
年
間
は
関
東

圏
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
西
会
津
町
に
誕
生

し
た
石
高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係

者
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
去

年
10
月
に
初
め
て
西
会
津
町
を
訪

れ
ま
し
た
。
当
日
に
は
芸
術
村
で

展
示
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

奥
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
参
加

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
西
会
津
町

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
集
落
支
援
担
当
を
薦
め
ら
れ
、

応
募
を
決
め
ま
し
た
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
へ
の
応
募
を
決
め
た
理

由
と
し
て
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
西
会
津
町
で
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
積
極
的
に
立

ち
上
が
り
始
め
て
お
り
、
非
常
に

勢
い
の
あ
る
町
だ
と
感
じ
た
か
ら

で
す
。
こ
の
勢
い
は
日
本
の
中
で

も
珍
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
２
つ
目
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
人

柄
で
す
。
皆
さ
ん
、
初
め
て
訪
れ

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊集落支援担当の井上です。

初めての集落支援だより執筆なので、自己紹介

も併せて書かせていただきました！

これからどうぞよろしくお願いいたします。 地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

井井
いのうえいのうえ

上上    朋朋
ともとも

 隊員隊員

見
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み

方
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鑑
賞
会

が
行
わ
れ
る
前
の
週
に
天
気
が
良

く
、
一
気
に
満
開
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
回
は
１

つ
週
を
ず
ら
し
て
実
施
す
る
な
ど

調
整
を
し
て
、
よ
り
か
た
く
り
鑑

賞
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
、
お
に
ぎ

り
を
食
べ
て
参
加
者
同
士
で
交
流

を
し
ま
し
た
。

　

人
足
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
受
け
入
れ
集
落
側
か
ら
、
ぜ

ひ
ま
た
人
足
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
嬉

し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
田

植
え
体
験
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
反
省
も
踏
ま
え
つ
つ
、
集
落
、

参
加
者
の
双
方
が
よ
り
楽
し
め
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
改

善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
の
人
足

　

４
月
28
日
に
、
奥
川
で
春
の
人

足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
全

国
か
ら
30
人
も
の
人
が
集
ま
り
、

水
路
の
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
中
町
集
落
だ
け
で
な
く
、
他

の
集
落
か
ら
も
人
足
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
け
入
れ
の
募
集
を
し
、
計
４

集
落
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
１
集
落
に
つ
き

約
５
名
を
派
遣
し
て
集
落
の
人
と

一
緒
に
人
足
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

作
業
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
全

員
で
奥
川
み
ら
い
交
流
館
に
集
ま
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「わたしと、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

わたしと、わたしと、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

健康増進課 健康支援係

齋
さいとう

藤 紀
の り こ

子 主任管理栄養士

お
店
＋
企
業
＋
町
が
一
緒
に
健
康
づ
く
り

「
さ
す
け
ね
ぇ
輪
に
し
あ
い
づ
食
育
応
援
団
」

　

国
の
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
食
生
活
を
振
り
返
り
、
食
育
に
つ
い
て
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
減
塩
調
味
料
を
選
択
で
き
る

・
注
文
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
設
置

し
て
い
る

・
買
い
物
な
ど
の
つ
い
で
に
受
け
取

れ
る
た
め
便
利
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

役
場
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
店
内
に
お
茶
飲
み
場
な
ど
、

集
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

・
お
店
の
人
と
お
客
さ
ん
と
の
つ
な

が
り
や
お
客
さ
ん
同
士
の
つ
な
が

り
の
健
康
に
な
り
ま
す
。

「
さ
す
け
ね
ぇ
輪
に
し
あ
い
づ

食
育
応
援
団
」
と
は

　

令
和
４
年
度
か
ら
食
環
境
整
備

の
推
進
と
町
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
普
及
啓
発
に
賛
同
す
る
町
内

企
業
や
飲
食
店
な
ど
を
「
さ
す
け

ね
ぇ
輪
に
し
あ
い
づ
食
育
応
援

団
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
45
店
舗
が
登
録
し
、
減

塩
・
低
カ
ロ
リ
ー
（
小
盛
り
）、

地
産
・
地
消
な
ど
の
健
康
情
報
の

発
信
や
施
設
内
の
完
全
禁
煙
を
進

め
て
い
ま
す
。

登
録
店
の
取
り
組
み
（
例
）

今月のさすけねぇ輪実践者今月のさすけねぇ輪実践者
◆源太さんのさすけねぇ輪の健康づくりは何ですか？
　　最近は、仕事が忙しくなかなかできないのですが、趣味の
　　サイクリングです。
◆おすすめのコースはありますか？
　　さゆり公園から喜多方方面に向かう直線です。右に畑があ
　　り、左にお寺がある風景が良いです。春は桜や梅が咲いて
　　いて綺麗で最高です。
◆体の健康は？
　　頻繁にサイクリングをしていた時は、約８㎏痩せた時もあ
　　りました。
◆心の健康は？
　　サイクリングをしていると気分転換になります。
◆つながりの健康は？
　　サイクリングは１人で行っているので ...。お店でお客さん
　　と会話をすることです。

「さすけねぇ輪にしあいづ食育応援

団」 登録ナンバー１、 同気食堂の

氏家源
もとひろ

太さんに話を伺いました。

登録店は
この認証

ステッカ
ーが目印

です

▲詳しくは町ホー

ムページをご覧く

ださい

　　「同気食堂」
　　　　食環境整備の取組

　・施設内の完全禁煙
 お客様の希望に応じ
　・薄味のラーメンの提供
　・主食、おかずを小盛りにする

健康的な食環境が整備されること

により、気軽に健康づくりができる
環境になります。
　町全体がさすけねぇ輪になるため
には、幅広い分野からのサポートが
必要になります。
　ぜひ、ご登録をお願いします。

　町内企業の皆さんへ
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▲シュンラン
（写真提供 ： 西田さん）

　静岡県出身。 大学卒業後、 青

果売り場の導入・運営をサポート。

現在は新郷連絡所にある町農業

公社で活動。

◆私の夢――

　私は将来、 周りを見て行動できて、 人に優しく接

することができるような、 看護師になりたいと思って

います。

◆努力していること――

　そのために、 困っている人がいたら、 声をかける

ように心がけています。

◆未来の自分に一言――

　もし将来の夢が変わったとしても、 その夢をかなえ

られるようにあきらめないでがんばってください。

　そして、 ずっと元気でいてください。

［  ３年 ・ 生活委員長  ］

眞
ま な べ

部  碧
あ お ば

葉 さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　５月1日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，４８９人　　 （－11人）

男 　 　２，６８３人　　 （－２人）

女 　 　２，８０６人　　 （－９人）

世　帯　 　２，４９６世帯　　 （－１世帯）

■ お悔やみ申し上げます

新井田　光子（92）　 学 母 　３町内

田崎　章圭　（35)   久美子 子 　４町内

小柳　厚子　（66）　博巳　 妻 　９町内２

長谷川　ミイ（97）　智徳　 母 　中野

江川　文男　（82）　貴広　 父 　牧

佐藤　禮子　（87）　淳一　 母 　出ヶ原

高橋　イチノ（88）　美喜雄 母 　山口

土田　巧　　（91）　 哲 父 　上野尻

長谷川　新吾（92）　哲也　 父 　上野尻

上野　昭平　（73）　齋藤　新一 兄 　呼賀

杉本　政憲　（78）　嘉政　 父 　向原

片岡　利勝　（86）　建三　 父 　塩

戸籍の窓口   
（４月受付分）

◆趣味

　登山

◆特技

　草刈り

伊
い と う

東 大
だ い き

樹  隊員

加
か と う

藤  正
まさよし

好 さん ［上野尻］ 

アマチュア無線で移動運用

を楽しみましょう

佐藤 重雄さん （５月号） からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆これからやってみたいことは？

　農作業

◆次の方を紹介してください

　T ・ N さん

農
業
の
活
性
化
の
た
め
に

　

今
年
の
４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
西
会
津
町

に
来
ま
し
た
伊
東
で
す
。
町
農
業
公
社
で
活
動
し
て
お
り
、

農
家
さ
ん
に
も
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
業
を
学
ん

で
お
り
ま
す
。
以
前
は
、
野
菜
の
売
り
場
を
運
営
し
て
お
り
、

農
業
に
つ
い
て
は
未
経
験
で
す
が
、
農
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

力
が
あ
る
と
思
い
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
作
物
を
生
産

す
る
だ
け
で
な
く
、
美
し
い
景
色
や
そ
の
土
地
の
人
々
を
つ

な
い
で
い
く
力
も
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
任
期
終
了
後

は
就
農
を
目
指
し
て
お
り
、
少
し
で
も
西
会
津
町
の
農
業

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
西
会
津
町
に
来
て
か
ら

１
ヵ
月
ほ
ど
た
ち
ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
が
多
く
、
日
々
楽

し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
西
会
津
町
が
思
っ
た
よ
り
広

く
、
知
ら
な
い
場
所
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
め
ぐ
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
あ
れ
ば

教
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

安座の風景　 （令和６年５月撮影）

【西田 　春喜さん宅 （安座） の花々】

▲　藤の花
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今
月
は
、
５
月
３
日
に
行
わ
れ

た
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
公
式
戦

か
ら
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
観

客
で
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
始
球
式
と
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

の
宣
言
を
務
め
た
会
津
西
Ｂ
Ｃ
の

児
童
た
ち
は
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ

ス
の
選
手
か
ら
受
け
取
っ
た
サ
イ

ン
ボ
ー
ル
を
大
切
そ
う
に
手
に
し

て
い
ま
し
た
。（

９
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

取
材
で
町
を
回
っ
て
い
る
と
、

藤
の
花
を
多
く
見
か
け
ま
し
た
。

藤
に
は「
歓
迎
」「
優
し
さ
」と
い
っ

た
花
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
移

住
者
の
方
を
歓
迎
す
る
町
の
支
援

体
制
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
優
し
い

人
柄
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
な
と

感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
伊
藤
）

　端村の銚子ノ口に俳人河東碧梧桐の句碑があります。自然石の岩壁に彫

られており、できてから 70 年以上経っているため風化が進んでいますが、

近づいてよく見ると、次の句が刻まれていることがわかります。

　　阿賀川を下る
　　　　　　出水跡も岩立ちて　紅葉遅うしぬ　　碧
　河東碧梧桐 (1873 ～ 1937) は愛媛県松山市の生まれで、15 歳のとき、

正
まさおか

岡子
し き

規から野球を教わったことがきっかけとなり、同級生の高
たかはま

浜虚
きょ し

子と

ともに子規から俳句を学びました。のちに従来の五七五の形にとらわれな

い自由律の俳句を作るようになります。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その86その86
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文：生涯学習課

　　　　　濱田  千俊

河
かわ

東
ひがし

碧
へき

梧
ご と う

桐の句碑

　この句は 1906 年 ( 明治 39) に詠
よ

まれたものです。この頃、碧梧桐は自由律の俳句の宣伝のため全国

を旅し、俳句を作っていますが、会津若松から喜多方、熱塩、阿賀川沿いに野沢、上野尻、徳沢を通っ

て津川に行く際、銚子ノ口にも立ち寄り、この句を詠んだのではないかと思われます。

　また、この句碑は 1953 年 ( 昭和 28) に作られますが、斎
さいとう

藤龍
たつたろう

多郎が持っていた半
はんせつ

折 ( 書道用紙を縦

半分に切ったもの ) に書かれた文字を拡大して、自然石の岩壁に彫られました。

▲ 河東碧梧桐の句碑

　龍多郎は学校の校長などを務めたのち、戦前と戦後に２度、野沢町長に就

任しています。戦後の就任は民選第１号の町長となりました。また、俳句に

親しみ、「珂
かせ い

星」の俳号でも知られ、1937 年 ( 昭和 12) に設立した笹の実俳

句会の主宰でもありました。

　碧梧桐が銚子ノ口を訪ねた頃、龍多郎は会津中学校 ( 今の県立会津高等学

校 ) の生徒で、吟詠部に所属し、俳句をたしなんでいました。碧梧桐の来遊

に刺激された龍多郎は吟詠部内に仏
つくねいも

掌薯会
かい

という俳句会を作っています。

　なお、この句碑のもとになった碧梧桐自筆の俳句は、今でも龍多郎の子孫

の家で大切に保管されています。

◀当時のようす「西会津歴史物語」より
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